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Calculated MW: 43 kDa; Observed MW: 60 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	Gタンパク質共役オピオイド受容体。内因性α-ネオエンドルフィンおよびダイノルフィンの受容体として機能するが、β-エンドルフィンに対する親和性は低い。また、さまざまな合成オピオイドおよび精神活性ジテルペンサルビノリンAの受容体としても機能する。リガンド結合により構造変化が起こり、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）を介したシグナル伝達が誘発され、アデニル酸シクラーゼなどの下流エフェクターの活性が調整される。シグナル伝達によりアデニル酸シクラーゼの活性が阻害される。カルシウムイオン電流を減少させ、カリウムイオン伝導性を増加させることで神経伝達物質の放出を阻害する。疼痛知覚に関与する。合成オピオイド投与時の身体活動低下の媒介に関与する。合成オピオイドに対する唾液分泌の調節に関与する。覚醒および自律神経機能と神経内分泌機能の調節に関与している可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	カッパオピオイド受容体抗体を使用したラット脳溶解物中のカッパオピオイド受容体のウエスタンブロット分析。

